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特長

■ 50MHzまでのシステム・クロック・レートをサポート
■ Inter Integrated Circuit（I2C）バスの400kHzまでの高速モードをサポート
■ バースト・データのリードおよびライト
■ 専用レジスタのアドレスに対するI2Cリード・アクセスおよびライト・アクセスのスペシヤ

ル・モードをサポート
■ ウェイト・ステートの生成
■ I2Cバス上のスパイクに対するフィルタ機能
■ 完全同期設計

概要

このI2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションは、ホストCPUとI2Cバスのインタフェー
スを実現しています。このメガファンクションはパラレルからシリアル、シリアルからパラレル
へのデータ変換を行う機能を持っており、ホストCPUからのパラレル・データをシリアルの
フォーマットに変換してI2Cバスへ転送する動作と、その逆の動作を行うことができます。この
ため、ホストCPUは同じI2Cバス上に接続されている他のデバイスをコントロールすることがで
きます。また、このI2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションは、要求されるすべての
インタフェース・タイミング、データ構造、エラー処理をサポートしています。図１は、このI2C
マスタ・インタフェース・メガファンクションのシンボルを示したものです。
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機能の説明

この I2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションには、表１に示すようにホストCPUと
I2Cバス間の通信を行うための３個のレジスタが内蔵されています。

図１　I 2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションのシンボル

レジスタの data_regは、data_reg_high[31..16] と data_reg _low[15..0]の２個の16ビット・レ
ジスタで構成される32ビット幅のライタブル・データ・レジスタとなっています。これら２個
のレジスタは、ホストCPUからの16ビットのデータ・バスを取扱います。図２は、このメガファ
ンクションのレジスタにストアされる情報のフォーマットを示したものです。
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　表１　I2Cマスタ・インタフェースのレジスタ

data_reg 32 0×1 ライト

cfg_reg 16 0×2 ライト

read_reg 16 0×3 リード

レジスタ名 ビット幅（ビット） アドレス（16進） モード
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このI2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションをイニシャライズするためには、す
べてのライタブル・レジスタ（data_reg_high[31..16]、data_reg_low[15..0]およびcfg_reg）
にデータがロードされる必要があります。data_reg_low[15..0]にデータがロードされると、
I2Cバスへの転送が開始されます。ダイレクト・リードおよびダイレクト・ライトのモード
では、read_regと data_reg_low[15..0]のレジスタがアクセスされたときに、新しいデー
タ・パケットの転送が開始されます。ダイレクト・リードまたはダイレクト・ライトのモー
ドは、data_reg_high[31..16]または cfg_regのレジスタがアクセスされたときに終了しま
す。

このメガファンクションは IICCLK_in信号と IICCLK_out信号の状態をモニタし、I2Cバス
上の特定のデバイスが IICCLKをLowレベルに保持した場合は、このメガファンクション
がウェイト・ステートを維持します。

ノイズが多い環境では、I2Cデータとクロック信号に対してcfg_regに保管されているスパ
イク・フィルタを適用することができます。このスパイク・フィルタはプログラムされた
クロック・サイクルの期間（最大８クロック・サイクルまで）に、信号の状態を評価しま
す。スパイク・フィルタは、この期間内に信号に含まれているすべてのスパイク・ノイズ
を除去します。

I2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションは下記の表２に示されている４種類の動
作モードをサポートしています。

図２　I 2Cマスタ・インタフェースのレジスタ
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　表２　I 2Cマスタ・インタフェースの動作モード

モード 説　明

ダイレクト・ライト 連続したデータのライト

ダイレクト・リード 連続したデータのリード

ランダム・アクセス・ライト ある特定アドレスへの１データ・バイトのライト

ランダム・アクセス・リード ある特定アドレスからの１データ・バイトのリード
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IICCLK_in 入力 メガファンクションに対するクロック入力

IICDATA_in 入力 メガファンクションに対するデータ入力

IICCLK_out 出力 メガファンクションからのクロック出力

IICDATA_out 出力 メガファンクションからのデータ出力

表３、表４、表５は、このメガファンクションに使用されているグローバル信号、ホスト
CPUとのインタフェース信号、I2Cバスとのインタフェースを解説したものです。

性能

表６は、このメガファンクションをFLEX 6000およびFLEX 10Kデバイスに実現したとき
に使用されるロジック・エレメント（LE）の数と動作周波数を示したものです。

　表３　I 2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションのグローバル信号

信号名 タイプ 説　明

clk 入力 デバイスのクロック信号

reset_n 入力 アクティブLowで動作する非同期のリセット信号

　表４　ホストCPUとのインタフェース信号

　表５　I 2Cバスとのインタフェース信号

信号名 タイプ 説　明

HIF_data[15..0] 入力 ホストCPUからの16 ビット・データ

HIF_adr[1..0] 入力 内部レジスタをアドレスするための２ビットのアドレス・バス

HIF_IIC_rw 入力 リード／ライト・セレクト。0がライトを示し、１がリードを

示す。

HOST_IIC_req 入力 リクエスト信号。ホストCPUが次のリードまたはライトを要求

していることを示す。

IIC_HIF_ack 出力 アクノレッジ信号。メガファクションがリードまたはライトの

リクエストを認識したことを示す。

IIC_HIF_irq 出力 インタラプト信号。メガファンクションのデータ・レジスタか

らデータがリードされなければならない。

IIC_HIF_data_ valid 出力 バス上のデータが有効であることを示す。

IIC_HIF_data[15..0] 出力 ホストCPUへの16 ビット・データ・バス

信号名 タイプ 説　明
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注：

(1) EAB=Embedded Array Block

　表６　I 2Cマスタ・インタフェース・メガファンクションの使用LE数と性能

デバイス名 スピード・ 使用リソース 性能（MHz）

LE数 EAB数(1)

EPF10K10 -3 309 0 34

-4 309 0 28

EPF10K10A -1 313 0 47

-2 313 0 39

-3 313 0 29

EPF10K30E -1 313 0 53

EPF10K50E -1 313 0 49

-2 313 0 40

-3 313 0 31

EPF10K100B -1 313 0 45

-2 313 0 40

EPF10K200E -1 313 0 41

EPF10K250A -1 313 0 34

-2 313 0 29

EPF6010A -1 356 – 27

-2 356 – 23

-3 356 – 19

EPF6016 -2 356 – 20

EPF6016A -1 356 – 28

-2 356 – 24

EPF6024A -1 356 – 27

-2 356 – 24

-3 356 – 19

グレード
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